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令和６年度八尾市民生委員児童委員協議会企画部会では、少子高齢化や地域コミュニティの希薄化を背

景に「8050 問題」やひきこもり、社会的孤立など複雑化している生活課題がある中で、日々の活動を見直し、

活動しやすい環境を整える必要があると考えました。事務局や市への要望だけではなく、民児協として何

ができるかを検討する場が必要だと感じ、「民生委員・児童委員

が活動しやすい環境整備に向けた検討会」を立ち上げました。

取り組み内容としては、ふくしと教育の実践研究所  SOLA 主

宰 新崎国広氏を座長に迎え 3 回にわたる検討会や、全委員を対

象とした「アンケート調査」の実施、「各地区委員会ヒアリング」

「１・ ２ 期目委員ヒアリング」を実施しました。

取り組みの中での課題として「民生委員の存

在や役割の認知度が低いこと」や「新たな担い

手がいないこと」「個人情報の取扱い」「民生委

員の守秘義務はどこまでなのか？プライバシー

にどこまで踏み込んでいいのかわからない」「福

祉についての知識を取得する仕組みが必要」「地

域行事への参加・協力する負担が大きい」など、

様々な意見が浮かび上がってきました。

浮かびあがった課題を①周知活動、②活動支援、

③負担軽減の３つに整理し、民児協・社協（事務局）・

市がそれぞれの立場・責任で進めていく方向性を

示しました。今後に向けて、短期計画（概ね 1 ～

2 年）、中期・長期計画（概ね 3 ～ 5 年）に整理し、

具体的に取り組んでいくことを報告しました。

民生委員・児童委員が活動しやすい
環境整備に向けた検討会について

特集①

大阪府での研修

短期計画（概ね 1 ～ 2 年）

・民児協活動の周知啓発
・プライバシー、個人情報の取り扱いの研修
・共同募金等への負担軽減の検討

中期・長期計画（概ね 3 ～ 5 年）

・新たな担い手の確保
・主任児童委員の活動充実
・地域団体間での情報共有のための場づくり
・支援方法や援助技術を深める取り組み
・災害時支援活動の取り組み
・地域行事の負担軽減
・証明事務、その他活動の負担軽減
・民生委員活動（自身の体調不良時等）への
……サポート体制

推進計画
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本検討会の座長としてご尽力いただきました、ふくしと教育の実践研究所 

SOLA 主宰 新崎 国広 氏より、「民生委員・児童委員の皆さんが「助け上手助

けられ上手」となって、一人で問題を抱え込まず、コミュニティソーシャル

ワーカーや地域包括支援センター等の各分野の専門職や福祉委員やお節介さ

ん（ボランティア精神にあふれる住民）と協働し支援を展開していくことが

必要不可欠です。」とコメントをいただきました。

この八尾市の取り組みが取り上げられ、11 月 1 日大阪府・大阪府社協主催

の研修会『一斉改選に向けたキックオフ研修会～民生委員・児童委員の担い

手確保について考える～』で民児協・社協（事務局）・市の三者で報告しました。

研修では、これまでの取り組みの経過の報告や今後に向けて取り組んでいきたいことを発表しま

した。民児協の想いとして、「委員同士の信頼関係が深まっていくと、活動もより楽しくなってい

くと思います。負担ばかり感じないためにも、自分自身が楽しみながら活動することが大切です。」

と報告しました。

企画部会員による検討会 全体報告会

報告書表紙

令和 6 年 12 月 9 日（月）に國民会館にて「令和 6 年

度　児童委員活動研究集会×主任児童委員連絡会」が実

施され、「学校との連携について」をテーマに八尾市民児

協の取り組みを報告しました。児童に関する活動として、

子育て支援ひろば「はとぽっぽ」や PR 活動、障がい児者

への協力や児童に関する研修の実施などを報告しました。

また地域と学校がつながるきっかけ（風知草第８２号 P.4

掲載）なども報告しました。

令和6年度　大阪府児童委員活動研究集会×主任児童委員連絡会特集②

八尾市民児協の取り組みの報告
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の
後
、
吉
本
の
芸
人
さ
ん
達
に

よ
る
寸
劇
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
視
聴
し

ま
し
た
。
詐
欺
の
方
法
や
対
処

を
学
び
本
当
に
役
に
立
ち
ま
し

た
。今

回
の
研
修
会
で
は
新
た
な

知
識
を
た
く
さ
ん
得
ら
れ
、
今

後
の
見
守
り
活
動
に
大
い
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

龍
華
地
区　

山
下　

隆
子

９
月
26
日
（
木
）
八
尾
市
水

道
局
に
て
生
活
福
祉
部
会
の
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
一

部
で
は
大
阪
府
警
交
通
安
全
教

育
班
の
岡
田
氏
の
お
話
で
、
自

転
車
走
行
時
に
は
車
の
運
転
の

時
ほ
ど
に
は
交
通
ル
ー
ル
に
注

意
を
払
っ
て
な
い
事
や
、
知
ら

な
い
ル
ー
ル
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
自
転
車
事
故
が

増
加
し
て
い
る
中
、
交
通
ル
ー

ル
の
順
守
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
重
要
性
を
再
確
認
で
き
た
有

意
義
な
お
話
で
し
た
。

第
二
部
で
は
八
尾
警
察
生
活

安
全
課
の
竹
内
氏
に
よ
る
特
殊

詐
欺
の
現
状
の
講
演
が
あ
り
そ

西
郡
地
区　

遠
藤　

美
雪

12
月
13
日
（
金
）
八
尾
市
文

化
会
館
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
に
て

児
童
福
祉
部
会
の
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
令
和
５
年

度
「
ほ
っ
ぷ
」
受
付
の
児
童
家

庭
相
談
の
内
訳
で
特
に
多
い
の

は
、
児
童
虐
待
、
発
達
障
が
い
、

言
語
障
が
い
、
育
児
し
つ
け
、

不
登
校
、
そ
の
他
、
中
で
も

６
割
が
児
童
虐
待
の
相
談
で
し

た
。
虐
待
年
齢
も
自
分
で
身
を

守
る
事
の
で
き
な
い
０
歳
～
８

歳
の
低
年
齢
の
子
ど
も
が
多
い

事
で
、
虐
待
は
見
つ
け
に
く
い

と
い
う
認
識
を
持
ち
「
子
ど
も

か
ら
の
サ
イ
ン
」「
保
護
者
か

ら
の
サ
イ
ン
」
を
見
逃
さ
な
い

曙
川
南
中
学
校
区
地
区

大
向　

清
己

２
月
21
日
（
金
）
八
尾
市
水

道
局
４
階
大
会
議
室
で
の
研
修

会
で
、
医
療
法
人
清
心
会
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ち
の
く

ら
ぶ
」
の
施
設
長
と
２
名
の
当

事
者
が
来
ら
れ
障
が
い
者
に
対

す
る
理
解
、
体
験
談
を
伺
い
ま

専
門
部
会
活
動
報
告

交通事故にあわないためのポイントソング♪

生
活
福
祉
部
会

児
童
福
祉
部
会

障
が
い
者
福
祉
部
会

事
が
大
切
で
す
。
地
域
、
隣
近

所
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
気

付
き
か
ら
、
相
談
通
告
→
安
全

確
認
→
対
応
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
の
話
か
ら
普
段
の
活
動
で

あ
る
相
談
役
、
行
政
へ
の
つ
な

ぎ
役
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま

し
た
。
又
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

母
子
健
康
係
で
は
、
子
ど
も
の

成
長
に
寄
り
添
う
継
続
的
な
支

援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
ほ
っ

ぷ
」
を
中
心
に
経
済
的
給
付
に

加
え
相
談
支
援
や
家
事
支
援
な

ど
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
の

切
れ
目
の
な
い
「
伴
走
型
支
援
」

が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
乳
幼

児
健
診
未
受
診
家
庭
の
子
ど
も

の
状
況
を
把
握
し
、
支
援
の
必

要
な
家
庭
を
支
援
に
つ
な
げ
る

事
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
虐
待
の

未
然
防
止
に
つ
な
が
っ
て
い
く

流
れ
は
、
と
て
も
重
要
で
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。

八尾市職員による講演
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大
正
中
学
校
区
地
区

　

植
村　

幸
永

10
月
29
日
（
火
）
令
和
５
年

度
に
続
き
「
認
知
症
高
齢
者
声

掛
け
体
験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

高
齢
者
役
の
方
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
で
ひ
と
り
歩
き
（
徘
徊
）

す
る
設
定
で
の
模
擬
演
技
を
お

願
い
し
て
の
実
践
研
修
で
し

た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
ロ
ー
ド
・
周

辺
商
店
街
に
は
目
撃
情
報
や
活

動
場
所
の
提
供
で
ご
協
力
い
た

目撃情報を商店の方に聞く参加者

高
齢
者
福
祉
部
会

し
た
。

又
、
八
尾
柏
原
精
神
保
健
福

祉
を
考
え
る
市
民
の
会
「
き
ゃ

ら
ふ
る
や
お
か
し
」
の
会
長
か

ら
日
頃
の
活
動
に
つ
い
て
お
聞

き
ま
し
た
。
障
が
い
者
の
体
験

談
で
は
、
健
常
者
と
関
係
を
持

つ
の
は
苦
痛
、
誤
解
を
受
け
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。私

は
毎
月
１
回
曙
川
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は

作
業
所
か
ら
関
係
者
と
障
が
い

だ
き
ま
し
た
。
体
験
し
た
こ
と

で
実
際
の
場
面
で
も
対
応
で
き

そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
今
回
は
体
験
後
の

ま
と
め
で
は
八
尾
警
察
の
地
域

課
の
方
か
ら
は
「
困
っ
て
そ
う

な
方
が
あ
れ
ば
、
警
察
に
ご
連

絡
下
さ
い
。」
と
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
ひ
と
り
で
解
決
し
よ

う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
警
察

に
相
談
し
て
も
「
良
い
の
だ
」

と
思
い
ま
し
た
。

民
生
委
員
活
動
の
中
で
困
っ

た
際
は
関
係
機
関
、
関
係
者
、

仲
間
に
相
談
す
る
こ
と
で
早
期

解
決
に
つ
な
が
り
ま
す
。

者
が
来
ら
れ
障
が
い
者
の
方
が

お
客
さ
ん
に
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ

ト
を
運
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
作
業
所
で
障
が
い
者
が
作
ら

れ
た
食
パ
ン
、
洋
菓
子
を
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
研
修
が

あ
れ
ば
参
加
し
、
障
が
い
者
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。

質問に答える参加者

　寝具店を経営する私にとって、ライフワー

クはまさに「眠り」そのものです。幼い頃

から布団に囲まれ、眠りの不思議に魅せら

れてきました。「人はなぜ眠るのか？」とい

う根源的な問いは、尽きることのない探求

のテーマです。

　地域民生委員として、地域の皆様の健康

を支える中で、睡眠の重要性を改めて実感

しています。睡眠不足は心身の不調を招き、

生活の質を低下させます。

　「良い睡眠で人々を元気にしたい」その想

いを胸に、各地で睡眠講座を開催していま

す。眠りのメカニズムや快眠のコツをお伝

えし、皆様の健康増進に貢献できれば幸い

です。睡眠は奥深く、探求に終わりはあり

ません。これからも眠りへの情熱を燃やし

続け、皆様の健康をサポートしていきたい

と願っています。

わたしのライフワーク

眠りへの探求、宿命と情熱
（曙川中学校区地区）増井 保彦
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中
の
一
つ
に
意
識
面
で
の
バ
リ

ア
（
心
の
バ
リ
ア
）
が
あ
り
、

こ
れ
は
障
が
い
の
あ
る
人
に
対

す
る
偏
見
や
無
理
解
、
無
関
心

で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で

す
。
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す

る
為
に
は
特
に
重
要
で
す
。
相

手
の
状
況
や
気
持
ち
を
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

あ
る
新
聞
の
記
事
の
中
で
は
物

理
学
者
が
言
っ
て
い
る
こ
と
で

す
が
、
生
物
は
元
来
保
守
的
に

で
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ

は
主
に
自
分
と
同
じ
集
団
に
向

き
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
相
手
の
状
況
、

気
持
ち
を
思
い
や
る
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
た
研
修
で
し
た
。

に
つ
い
て
」
で
す
。

今
回
の
研
修
に
お
い
て
、
内

容
が
十
分
理
解
が
で
き
た
か
と

い
う
と
、
ま
だ
ま
だ
と
い
う
感

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
時
間

の
割
に
内
容
が
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
特
に
活
動

記
録
簿
の
記
入
の
仕
方
に
つ
い

て
は
、
色
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

今
年
度
は
「
高
齢
者
虐
待
の

な
い
社
会
へ
」
と
「
障
が
い
の

あ
る
人
と
人
権
」
を
テ
ー
マ

に
D
V
D
を
用
い
て
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
研
修
で
印
象
に

残
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
と
、
障

が
い
者
に
は
四
つ
の
バ
リ
ア
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

本
委
員
会
で
は
、
一
年
毎
に

企
画
委
員
会
と
い
う
組
織
が
編

成
さ
れ
、
そ
の
年
度
の
研
修
会

と
親
睦
会
行
事
の
企
画
・
運
営

を
ま
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
今
年
度
は
、
本
会
の
メ

ン
バ
ー
の
意
見
に
よ
り
、
毎
月

定
例
会
を
行
っ
て
い
る
「
福
祉

会
館
の
事
を
知
る
」
こ
と
と
、

毎
月
提
出
す
る
「
活
動
記
録
簿

の
記
入
の
仕
方
」
に
つ
い
て

研
修
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
講
師
に
あ
た
っ
て
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
職
員
の
皆
様

方
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
内

容
は
前
半
「
八
尾
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
は
た
ら
き
」、
後
半

「
活
動
記
録
簿
の
記
入
の
仕
方

地
区
活
動
だ
よ
り

「
障
が
い
の
あ
る
人
と
人
権
」

高
美
中
学
校
区
地
区
　
西
川
　
一
男

「
活
動
記
録
簿
の
記
入
の
仕
方
に
つ
い
て
」

成
法
中
学
校
区
地
区
　
江
上
　
剛
司

活動記録の書き方について

さ
ら
に
研
修
を
深
め
る
必
要
を

感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
講
師

の
方
か
ら
「
ま
ち
が
っ
て
い
て

も
い
い
の
で
、
少
し
で
も
実
践

さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
す
べ

て
書
い
て
下
さ
い
。
私
達
が
国

に
届
け
ま
す
か
ら
。」
と
い
う

言
葉
が
、
と
て
も
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
私
達
一
人
ひ
と
り
の

デ
ー
タ
が
、
国
に
届
け
ら
れ
て

い
く
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
し

ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆

様
。ど

ん
な
小
さ
な
事
で
も
、
実

践
し
た
事
を
記
入
し
、
提
出
し

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
国
に
届
け

る
私
達
の
声
で
す
か
ら
。
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転
車
の
事
故
防
止
に
つ
い
て
の

ミ
ニ
講
習
を
し
て
頂
き
、
メ
ン

バ
ー
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
が
、

事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
時
代
な

の
で
大
変
助
か
り
ま
す
。

定
例
会
は
、
連
絡
事
項
が
中

心
な
の
で
、
親
睦
を
深
め
る
た

め
日
帰
り
研
修
旅
行
（
昨
年
は

琵
琶
湖
・
石
山
寺
方
面
）
や
新

年
会
、
忘
年
会
（
定
例
会
終
了

後
軽
食
、
ゲ
ー
ムetc.

）
を
行

い
ま
し
た
。

八
尾
中
学
校
区
は
、
用
和
小

学
校
地
区
（
18
名
）
と
長
池
小

学
校
地
区
（
15
名
）
で
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
近
年
、
コ
ロ
ナ

禍
で
活
動
を
自
粛
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
よ
り
『
は
と
ぽ

っ
ぽ
』
の
活
動
や
『
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
』
等
が
始
ま
り
、
交
代

で
参
加
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
定
例
会
に
八
尾
警
察

署
の
萱
振
交
番
や
八
尾
駅
前
交

番
の
警
察
の
方
が
毎
月
参
加
さ

れ
、
振
込
め
詐
欺
の
実
態
や
自

十
一
月
に
入
っ
て
も
暑
い
日

が
続
い
て
秋
は
何
処
へ
と
思
っ

て
い
た
ら
冬
! と
感
じ
る
寒
い

日
に
四
年
越
し
の
バ
ス
研
修
旅

行
の
開
催
と
な
り
、
丹
波
路
を

バ
ス
で
の
ビ
デ
オ
研
修
を
兼
ね

て
行
い
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
は
『
小
中
学
生
の
ス

マ
ホ
問
題
』
孫
世
代
の
ス
マ
ホ

の
向
き
合
い
方
やSN

S

の
使
い

方
等
、
複
雑
な
思
い
で
視
聴
し
、

子
ど
も
達
へ
の
指
導
の
難
し
さ

を
痛
感
致
し
ま
し
た
。

研
修
後
は
、
立
杭
焼
陶
芸
体

験
を
し
ま
し
た
。
先
生
の
実
演

講
座
に
思
い
描
い
た
器
で
ロ
ク

ロ
に
挑
ん
だ
の
で
す
が
、
想
像

と
現
実
に
は
、
少
し
ズ
レ
が
あ

り
妥
協
あ
り
の
作
品
と
な
っ
た

の
は
、
私
だ
け
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
皆
さ
ん
各
々
作
品
の
完

成
に
盛
り
上
が
り
、
焼
き
上
が

「
警
察
と
の
連
携
」

八
尾
中
学
校
区
地
区
　
植
田
　
和
憲

「
山
本
三
地
区
合
同
バ
ス
研
修
旅
行
」

東
中
学
校
区
地
区
　
吉
村
　
と
み
子

山本三地区合同でパシャリ

萱振交番

みんなでつくった作品

り
を
祈
り
つ
つ
、
窯
元
を
後
に

昼
食
へ
す
き
焼
き
と
割
烹
を
堪

能
し
、
お
喋
り
も
は
ず
み
、
三

地
区
の
方
々
と
の
交
流
も
深
ま

り
ま
し
た
。
最
後
は
高
源
寺
の

紅
葉
を
満
喫
し
な
が
ら
、
明
日

か
ら
も
民
生
委
員
と
し
て
励
も

う
と
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

皆
様
、
ご
参
加
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
合
掌
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あ
と
が
き

第
8３
号
「
風
知
草
」
を
、
お
読
み
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
こ
の
あ
と
が
き
を
執
筆
さ
せ
て
頂
く
の
も
５

回
目
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
令
和
５
年
7９
号
に
新
幹
事
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
頂

い
た
ば
か
り
で
す
の
に
、
こ
の
1２
月
に
は
一
斉
改
選
が
ま
い

り
ま
す
。
各
地
区
の
委
員
長
に
は
、
委
員
交
代
な
ど
頭
の
痛

い
案
件
と
察
し
ま
す
。
昨
年
1２
月
に
は
推
薦
者
の
居
住
要
件

改
正
で
、
同
小
学
校
地
区
に
居
住
で
あ
れ
ば
、
他
地
域
で
も

活
動
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
解
決
策
と

は
ま
だ
ま
だ
い
え
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
特
集
①
に
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
し

や
す
い
環
境
整
備
に
向
け
た
検
討
会
」
に
つ
い
て
の
報
告
内

容
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
八
尾
市
社
協
の
Ｈ
Ｐ
で
も
報
告

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
あ
と
が
き
作
成
時
は
、
大
阪
で
珍
し
く
寒
波
到
来
の

こ
ろ
で
、
今
回
原
稿
執
筆
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
地

域
の
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
次
号
以
降
の
執

筆
に
も
お
力
を
お
借
り
し
た
く
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

広
報
部
会
一
同

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表　

彰

（
※
は
退
任
者
）

　

下
司　
　

朱
実　

（
龍　

華
）

　

三
好　
　

隆
夫　

（
龍　

華
）

　

津
田　
　

慶
子　

（
龍　

華
）

　

椿
井　
　

正
仁　

（
龍　

華
）

※
山
岡　

ノ
リ
子　

（
龍　

華
）

　

近
江　
　
　

豊　

（
龍　

華
）

　

西
岡　
　

好
子　

（
久
宝
寺
中
）

　

寺
下　
　

正
登　

（
久
宝
寺
中
）

　

髙
橋　
　

博
子　

（
久
宝
寺
中
）

　

石
﨑　
　

啓
子　

（
大
正
中
）

　

細
田　
　

昌
克　

（
大
正
中
）

　

金
田　
　

照
雄　

（
西　

郡
）

　

西
岡　
　

清
美　

（
西　

郡
）

　

松
村　
　

俊
一　

（
南
高
安
）

　

中
村　

美
智
子　

（
曙
川
南
中
）

　

井
上　
　

君
子　

（
曙
川
南
中
）

　

古
澤　
　

陽
子　

（
曙
川
南
中
）

☆
令
和
６
年　

文
化
の
日

市
民
表
彰

（
６
．
11
．
３
）

　

梅
本　
　

直
紀　

（
高
美
中
）

　

西
川　
　

一
男　

（
高
美
中
）

　

平
田　
　

一
紀　

（
成
法
中
）

　

森
井　
　

敏
雅　

（
八
尾
中
）

　

梅
本　
　

洋
子　

（
八
尾
中
）

　

柳
澤　
　

正
和　

（
曙
川
中
）

　

阪
口　
　

潤
子　

（
東　

中
）

　

山
田　

美
智
子　

（
上
之
島
中
）

　

寺
田　

眞
喜
子　

（
上
之
島
中
）

　

山
下　
　

豊
次　

（
上
之
島
中
）

　

田
中　

恵
美
子　

（
上
之
島
中
）

　

芝　
　

久
美
子　

（
上
之
島
中
）

　

栗
山　
　

博
行　

（
龍　

華
）

　

川
勝　
　

庄
三　

（
龍　

華
）

　

澤
田　
　

永
子　

（
龍　

華
）

　

北
山　
　
　

景　

（
志
紀
中
）

　

森
澤　
　

妙
子　

（
志
紀
中
）

　

堀
内　

百
合
江　

（
志
紀
中
）

　

小
野　

佳
英
子　

（
志
紀
中
）

　

山
中　
　

美
香　

（
志
紀
中
）

☆
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
（
民
生
委
員
・

児
童
委
員
功
労
表
彰
）

（
６
．
11
．
26
）

　

小
林　

有
美
子　

（
成
法
中
）

　

西
川　
　

典
子　

（
東　

中
）

　

森
下　
　

明
美　

（
竹　

渕
）

☆
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

（
６
．
11
．
26
）

　

小
林　

有
美
子　

（
成
法
中
）

「
八
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会 
第
４
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」の
見
直
し
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

八
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！


